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【手続補正書】
【提出日】平成24年1月5日(2012.1.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　単一ユーザ多重入力多重出力（ＳＵ－ＭＩＭＯ）モードとマルチユーザＭＩＭＯ（ＭＵ
－ＭＩＭＯ）モードとをサポートする基地局におけるモード適応方法であって、
　前記方法は、
　ＭＩＭＯフィードバックモードを示すフィードバックモード指示を移動局に転送するこ
とと、
　前記フィードバックモード指示にしたがって決定されたフィードバック情報を前記移動
局から受信することと、
　前記フィードバック情報に基づいてＭＩＭＯモードを決定することと
　を含み、
　前記フィードバックモード指示は、時間及び周波数リソースに割り当てられた移動局の
数を示す情報を含む、モード適応方法。
【請求項２】
　前記フィードバックモード指示は、前記移動局が、前記ＳＵ－ＭＩＭＯモードのフィー
ドバック情報を転送するかまたは前記ＭＵ－ＭＩＭＯモードのフィードバック情報を転送
するかを示す情報をさらに含む、請求項１に記載のモード適応方法。
【請求項３】
　前記フィードバック情報は、ＣＱＩ、ＰＭＩ及びランクのうちの少なくとも一つを含む
、請求項２に記載のモード適応方法。
【請求項４】
　前記フィードバック情報を用いて前記移動局に対するＭＣＳレベルを選択することをさ
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らに含む、請求項３に記載のモード適応方法。
【請求項５】
　前記移動局の好ましいＭＩＭＯフィードバックモードを示す情報を前記移動局から受信
することをさらに含む、請求項１～４のいずれか１項に記載のモード適応方法。
【請求項６】
　前記決定されたＭＩＭＯモードを示す情報を前記移動局に転送することをさらに含む、
請求項１～４のいずれか１項に記載のモード適応方法。
【請求項７】
　単一ユーザ多重入力多重出力（ＳＵ－ＭＩＭＯ）モードとマルチユーザＭＩＭＯ（ＭＵ
－ＭＩＭＯ）モードとをサポートする移動局におけるモード適応方法であって、
　前記方法は、
　ＭＩＭＯフィードバックモードを示すフォードバックモード指示を基地局から受信する
ことと、
　前記フィードバックモード指示にしたがって決定されたフィードバック情報を前記基地
局に転送することであって、前記フィードバックモード指示は、時間及び周波数リソース
に割り当てられた移動局の数を示す情報を含む、モード適応方法。
【請求項８】
　前記フィードバックモード指示は、前記移動局が、前記ＳＵ－ＭＩＭＯモードのフィー
ドバック情報を転送するかまたは前記ＭＵ－ＭＩＭＯモードのフィードバック情報を転送
するかを示す情報をさらに含む、請求項７に記載のモード適応方法。
【請求項９】
　前記フィードバック情報は、ＣＱＩ、ＰＭＩ及びランクのうちの少なくとも一つを含む
、請求項８に記載のモード適応方法。
【請求項１０】
　前記移動局の好ましいＭＩＭＯフィードバックモードを示す情報を前記基地局に転送す
ることをさらに含む、請求項７～９のいずれか１項に記載のモード適応方法。
【請求項１１】
　前記基地局によって決定されたＭＩＭＯモードを示す情報を前記基地局から受信するこ
とをさらに含む、請求項７～９のいずれか１項に記載のモード適応方法。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　前記フィードバック情報は、ＣＱＩ、ＰＭＩ及びランクのうち少なくとも一つを含むこ
とができる。
例えば、本発明は以下の項目を提供する。
（項目１）
　単一ユーザＭＩＭＯ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｕｓｅｒ　ＭＩＭＯ；ＳＵ－ＭＩＭＯ）モードと
マルチユーザＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉ　Ｕｓｅｒ　ＭＩＭＯ；ＭＵ－ＭＩＭＯ　）モード間
のモードスイッチングを行うモード適応方法であって、
　基地局が端末にＭＩＭＯフィードバックモードを報告し、
　上記端末から上記ＭＩＭＯフィードバックモードに基づいて決定されたフィードバック
情報を受信し、
　上記フィードバック情報に基づいてＭＩＭＯフィードバックモードを決定すること、
を含み、
　上記ＭＩＭＯフィードバックモードは、ＳＵ－ＭＩＭＯなのか或いはＭＵ－ＭＩＭＯな
のか、及び一度に転送される端末の個数を表す、モード適応方法。
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（項目２）
　上記ＭＩＭＯフィードバックモードは、ＳＵ－ＭＩＭＯモードと、２個の端末を支援す
るＭＵ－ＭＩＭＯモード２と、３個の端末を支援するＭＵ－ＭＩＭＯモード３と、４個の
端末を支援するＭＵ－ＭＩＭＯモード４のうちの一つである、項目１に記載のモード適応
方法。
（項目３）
　上記フィードバック情報は、ＣＱＩ、ＰＭＩ及びランクのうち少なくとも一つを含む、
項目２に記載のモード適応方法。
（項目４）
　単一ユーザＭＩＭＯ（ＳＵ－ＭＩＭＯ）モードとマルチユーザＭＩＭＯ（ＭＵ－ＭＩＭ
Ｏ）モード間のモードスイッチングを行うモード適応方法であって、
　端末が基地局からＭＩＭＯフィードバックモードを受信し、
　上記ＭＩＭＯフィードバックモードに基づいて決定されたフィードバック情報を上記基
地局に転送し、
　上記基地局から上記フィードバック情報に基づいて決定されたＭＩＭＯフィードバック
モードを受信すること、
を含み、
　上記ＭＩＭＯフィードバックモードは、ＳＵ－ＭＩＭＯなのか或いはＭＵ－ＭＩＭＯな
のか、及び一度に転送される端末の個数を表す、モード適応方法。
（項目５）
　上記ＭＩＭＯフィードバックモードは、ＳＵ－ＭＩＭＯモードと、２個の端末を支援す
るＭＵ－ＭＩＭＯモード２と、３個の端末を支援するＭＵ－ＭＩＭＯモード３と、４個の
端末を支援するＭＵ－ＭＩＭＯモード４のうちの一つである、項目４に記載のモード適応
方法。
（項目６）
　上記フィードバック情報は、ＣＱＩ、ＰＭＩ及びランクのうち少なくとも一つを含む、
項目５に記載のモード適応方法。
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